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　がん患者に対して共役リノール酸を癌転移を予防するサプリ
メントとして商品化することが可能である。

共役リノール酸 (CLA) により癌の転移が抑制されること
を、in vitro および動物実験モデルにより見出した ( 下図、
Kuniyasu et al, Int J Cancer, 2005)。CLA の腹腔内投
与により、(a) のように CLA はマウス体重増加障害などの
副作用を有さず、(b) のように腹膜播種を著明に抑制した。
さらに、(c)(d) のように、マウスの生存率を有意に改善し
た。CLA は食肉などに含まれるが多量に摂取することは困
難である。今後、経口投与による有効性、投与量などを検討
することによりヒトへの応用が期待される。
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